
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
岩
手

集
会
が
七
月
五
日
、
岩
手
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に
約
四
〇

〇
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
で
は
作
家
広
瀬

隆
さ
ん
の
基
調
講
演
が
な
さ
れ
、
福
島
県
二
本
松
市
の
松

本
徹
也
さ
ん
と
実
行
委
員
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
川
内
原
発
建
設
反
対
連
絡
協
議
会
」
と
「
福
井
か

ら
原
発
を
止
め
る
裁
判
の
会
」
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加
者
は
「
再
稼
働

反
対
！
」
を
訴
え
盛
岡
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
に
は
消
費
者
団
体
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、
労

働
商
工
団
体
、
学
識
者
な
ど
三
四
団
体
が
結
集
し
ま
し
た
。

原
発
の
な
い
、
安
全
な
日
本
を
願
う
全
て
人
々
が
参
加

で
き
る
創
意
あ
ふ
れ
る
運
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

活
火
山
が
連
な
る
鹿
児
島

薩
摩
川
内
（
せ
ん
だ
い
）

市
に
あ
る
川
内
原
発
一
号

機
は
三
〇
年
、
二
号
機
は
二

九
年
の
古
い
原
発
で
す
。
こ

と
も
あ
ろ
う
に
、
九
州
電
力

と
鹿
児
島
県
伊
藤
祐
一
郎

知
事
は
、
原
発
再
稼
働
の
一

番
乗
り
を
宣
言
し
、
稼
働
を

目
指
し
始
め
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
桜
島

は
毎
年
噴
火
が
連
続
し
危

険
な
兆
候
を
見
せ
て
い
ま

す
。
百
年
前
の
大
正
三
年
、

桜
島
は
大
噴
火
し
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
一
の
大
地
震

が
起
こ
り
ま
し
た
。
九
州
南

部
は
六
つ
の
カ
ル
デ
ラ
（
火

山
陥
没
・
爆
発
凹
型
大
地
形
）

が
連
な
る
火
山
地
帯
で
す
。

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

７ 月２１日

第１４４号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会
（略称） 三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

三
・
一
一
の
前
年
の
二
〇
一

〇
年
八
月
、
『
原
子
炉
時
限
爆

弾
ー
大
地
震
に
お
び
え
る
日

本
列
島
』
を
著
し
、
地
震
や
津

波
に
よ
る
原
発
震
災
を
予
告

し
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
作
家
広

瀬
隆
さ
ん
の
基
調
講
演
は
、
豊

富
な
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
よ
る
、

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
内

容
で
し
た
。
多
岐
な
内
容
の
う

ち
、
全
国
民
に
緊
急
に
知
ら
せ

ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
情
報

数
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

霧島新燃岳爆発

６つのカルデラ、火砕流の恐れ

福島県民の声を聞く
集会参会者

盛岡市内デモ



鹿
児
島
県
で
原
発
事
故
が

起
こ
れ
ば
日
本
全
滅

福
島
原
発
事
故
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
匹
敵

す
る
大
事
故
で
大
量
の
放

射
能
が
放
出
さ
れ
、
街
も
農

地
も
海
も
汚
染
さ
れ
ま
し

た
。＊

昨
年
八
月
、
広
瀬
さ
ん
ら

が
福
島
原
発
被
害
現
地
に
入
り

「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
な
っ

て
い
る
様
子
を
撮
影
、
ス
ラ
イ

ド
で
映
し
説
明
し
ま
し
た
。

（
本
紙
第
一
三
一
号
参
照
）

し
か
し
、
福
島
並
み
の
原

発
事
故
が
九
州
で
起
こ
れ

ば
事
態
は
も
っ
と
、
も
っ
と

深
刻
で
す
。
台
風
の
進
路
が

示
す
よ
う
に
、
偏
西
風
帯
に

あ
る
日
本
で
は
放
射
能
を

帯
び
た
大
気
が
列
島
に
沿

っ
て
移
動
し
、
居
住
地
や
大

地
を
汚
染
し
ま
す
。
海
洋
に

流
れ
出
た
放
射
能
廃
液
は

黒
潮
や
対
馬
暖
流
に
乗
っ

て
に
っ
ぽ
ん
列
島
沿
岸
を

襲
い
ま
す
。
日
本
の
農
業
も

漁
業
も
放
射
能
で
壊
滅
的

打
撃
を
受
け
食
料
危
機
が

起
こ
り
ま
す
。

地
震
や
火
山
爆
発
に

原
発
は
弱
い

稼
働
さ
せ
れ
ば
原
発
は
、

た
と
え
制
御
棒
を
入
れ
て

核
分
裂
を
ス
ト
ッ
プ
出
来

て
も
、
例
え
ば
「
電
気
コ
タ

ツ
数
十
万
個
分
」
も
の
崩
壊

熱
と
、
す
さ
ま
じ
い
放
射
線

を
出
し
続
け
ま
す
。
地
震
で

高
圧
線
が
倒
れ
た
り
、
非
常

用
発
電
機
の
エ
ン
ジ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
が
火
山
灰
で
目

詰
ま
り
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
全
電
源
を
喪
失
す
れ

ば
原
子
炉
は
制
御
不
能
、
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
に
至
り
ま
す
。

川
内
原
発
の
そ
ば
に

活
断
層

薩
摩
川
内
市
付
近
は
一

九
九
七
年
三
月
と
五
月
に

震
度
５
～
６
の
大
地
震
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
原
発
か

ら
わ
ず
か
十
数
キ
ロ
が
震

源
で
し
た
。
し
か
し
、
奇

妙
な
こ
と
に
九
州
電
力
は

現
在
で
も
原
発
近
く
に
活

断
層
は
な
い
と
い
う
の
で

す
。
川
内
原
発
は
日
本
中

央
構
造
線
と
い
う
世
界
的

に
も
最
大
級
の
活
断
層
の

西
端
に
あ
る
の
に
で
す
。

原
子
炉
か
ら
八
百
㍍
に

活
断
層
発
見

今
年
二
月
、
新
潟
大
学
地

質
学
立
石
雅
昭
名
誉
教
授

は
川
内
原
発
の
至
近
距
離

の
崖
で
活
断
層
と
み
ら
れ

る
三
本
の
断
層
と
破
砕
帯

を
発
見
し
ま
し
た
。
広
瀬
さ

ん
が
、
薩
摩
川
内
市
で
の
集

会
の
お
り
行
っ
て
み
た
ら
、

半
分
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
隠

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
断
層

は
確
認
出
来
ま
し
た
。

『
稼
働
ゼ
ロ
』
の
ま
ま
廃
炉

に
す
れ
ば
未
来
が
開
け
る

安
倍
晋
三
内
閣
は
「
大
事

故
が
起
こ
っ
た
と
き
、
住
民

避
難
に
つ
い
て
政
府
は
関

知
し
な
い
。
地
元
自
治
体
が

判
断
す
べ
き
」
と
明
言
。
こ

れ
で
は
地
元
住
民
の
命
と

生
活
は
風
前
の
灯
火
。
日
本

列
島
住
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
《
原
発
稼

働
ゼ
ロ
》
は
絶
対
に
守
り
ぬ

こ
う
。

（
ま
と
め
・
尚
）

ウ
ェ
ブ
『
広
瀬
隆

日
々
雑
感
』

h
ttp:

//
hi
bi
-z
ak
ka
n.
ne
t/
a

r
chiv

es
/3
85
44
42
5.
ht
ml

講
演
ス
ラ
イ
ド
資
料
あ
り
ま
す
。

放射能雲と台風の動き

放射能廃液と海流の方向

中央構造線

女川から未来を考えるつどい

加藤登紀子トーク＆ライブｗｉｔｈ小出裕章
２０１４年８月１０日（日）

13:30 開場 14:00 小出裕章講演会

15:00 地元のみなさんのリレートーク

16:00 加藤登紀子ライブ

女川町総合体育館 チケット１０００円

実行委員会 問い合わせ 090-1107-6894

chibinke-aramiki@s5.dion.ne.jp

川内原発近くの活

断層。半分にシート

倒れた送電線

２０１２年 ５月５日 11:03 ｐｍ
唯一稼働中の北海道 泊原発停止

７月１日夜 福井県 大飯原発再稼働

２０１３年 ９月１５日 11:00 ｐｍ
大飯原発停止 再び原発稼働ゼロへ

２０１４年 ７月２１日で ３６５日目

全日ゼロ日数 計算

2012. 5 26 日間

6 30

2013. 9 15

10 31

11 30

12 31

2014. 1 31

2 28

3 31

4 30

5 31

6 30

7 21

(365 日）

女川

福井

東海

大間

薩摩川内
泊

▲事故原発収束せず、汚染拡大中。▲プール冷却中の使用済み核燃料

が全国で約１万７０００㌧ ▲再処理工場タンクに高レベル放射性廃液

〇日本の電気は足りている。 〇超危険な臨界状態にある原発はない

〇新たな使用済み核燃料が生まれていない。 〇使用済み核燃料の放

射能が少しづつであるが、減衰へ、崩壊熱も下降へ 〇なによりも海

への温排水が流されなくなったので、沿岸生態系が昔に戻り始めた！


